
『
ダ

ン

マ
パ

ダ
』

と

教

育

古

田

榮

作

要

旨『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
は
、
原
始
仏
教
以
来
も

つ
と
も
ひ
ろ
く
仏
教
徒
に
尊
重
愛
訥
さ
れ
て
き
た
聖
典
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
に
お

い
て
は

『法
句
経
』

の
名
で

漢
訳
さ
れ
た
経
典
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
明
治
期
ま
で
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
る
経
典
と
は
さ
れ
な
か

っ
た
。

一
八
八
三
年
に
そ
の
原
文
か
ら
の
抄
訳
が
刊
行
さ
れ
た

の
を
皮
切
り
に
、

一
九
〇
二
年
以
降
に
は
原
文
か
ら
の
全
訳
が
刊
行
さ
れ
、
近
年

で
は
原
文
を
も
と
に
し
た
解
説
が
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。
本
稿

で
は

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
の
幾

つ
か

の
文
章
を
取
り
上
げ
、
仏
教
に
よ
る

「
生
き
方
」

の
教
え
を
教
育
学

の
立
場
か
ら
考
察
す
る
。
「実
に
自
分
自
身
こ

そ
は
汝
の
守
護
者
で
あ
る
。
実
に
他
の
誰
が

(自
分

の
)
守
護
者
と
な
り
え
る
の
か
?

実
に
調
御
さ
れ
た
自
分
が
、
得
難

い
守
護
者

(
11
阿
羅
漢
果
聖
者
)
と
な

り
得
る
」
の
章
句
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

の

『探
究
』

の

「私
は
、
自
然
の
所
産
で
あ
り
、
類

の
所
産
で
あ
り
、
私
自
身

の
所
産
で
あ
る
」

の
章
句
と
通
じ
る
も
の
が

あ
る
。

(29)

 

キ
ー
ワ
ー
ド

"
ダ
ン
マ
パ
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諸
悪
莫
作

忍
辱

守
護
者
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手
前
大
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第
9
号

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』

(b
ぎ
ミ
ミ
§
ミ
o
)
は
、
原
始
仏
教
時
代
以
来
も

つ
と
も
ひ
ろ
く
仏
教
徒
に
尊
重
愛
調
さ
れ
た
聖
典
と
さ
れ
、
も

つ
と
も
多
く
原
始
形
を
と
ど

め
る
パ
ー
リ
語
の
も

の
は
二
六
品
四
二
一二
偶
よ
り
な
る
。
釈
尊

の
金
口
よ
り
ほ
と
ば
し
る
無
間
自
説
の

「法
句
」
、
す
な
わ
ち
仏
教

の
妙
諦
を
宣
示
せ
る
勝
句
を
分

類
収
集
し
た
も

の
と
称
さ
れ
る
。
平
易
簡

潔
に
し
て
、
し
か
も
巧
妙
な
比
喩
を
交
え
、
そ
の
間
に
仏
教

の
道
徳
観
、
社
会
観
の
根
本
義
を
教
え

て
仏
教
入
門
の
指
針

(
1
)

と

な

る

も

の
と

さ

れ

て
き

た

。

(
2
)

し

か

し

、

『
ダ

ン

マ
パ

ダ

』

は

、

上

座

部

仏

教

(
11

「
小

乗

仏

教

」
)

の
経

典

と

さ

れ

て

い
た

の

で

、

「
法

句

経

」

の
名

で
漢

訳

さ

れ

、

大

蔵

経

に

加

え

ら

れ

て

い

る

も

の

の
、

そ

の
意

義

は

さ

ほ

ど

高

く

評

価

さ

れ

て

こ

な

か

っ
た

。

一
八

五

五
年

に

、

デ

ン

マ
ー

ク

の
碩

学

フ

ァ
ウ

ス

ベ

ー

ル

(ζ
同o
げ
9
色

く
o
西
西
o
聞
窪

ω
ぴ
Q
戸

一
八

二

一
～

一
九

〇

八
)

が

ラ

テ

ン
語

翻

訳

と

パ

ー

リ

原

文

を

ロ
ン

ド

(3
)

ン
で
出
版
し
て
以
来
、
各
種

の
原
典
校
訂
、
研
究
書
、
近
代
各
国
語
に
よ
る
翻
訳
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

日
本
で
も
、

一
八
八
三

(明
治
十
六
)

年
に
加
藤
正
廓
に
よ
り
パ
ー
リ
語
原
文
か
ら
の
抄
訳
が

『法

の
道
芝
』

の
名

で
翻
訳
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

一
九
〇
二

(
4
)

(明
治
三
十
五
)
年
に
は
常
盤
大
定
が
、

一
九

一
二

(明
治
四
十
五
)
年
に
は
萩
原
雲
来
が
そ
の
全
訳
を
公
に
し
て
い
る
。

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
は
、
パ
ー
リ
語
で
書
か
れ
た
仏
典
の
う
ち
で
は
恐
ら
く
最
も
有
名
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
…
…

「
ダ
ン
マ
」
(穿

鋤日
日
鋤)
と
は

「法
」
と
訳
さ
れ
、

人
間
の
真
理
と

い
う
意
味

で
あ
り
、
「
パ
ダ
」
(宕
量
)
は

「
こ
と
ば
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
現
代
語
で
は
し
ば
し
ば

「真
理
の
こ
と
ば
」
と
訳
さ
れ
る
。
…
…

(
5
)

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
は
人
間
そ

の
も
の
に
対
す
る
、
は

っ
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
鋭

い
反
省
を
述
べ
、
生
活
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
教
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』

の
諸
詩
句

(偶
)
は
主
と
し
て
出
家
修
行
僧
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
他
方

で
は
、
世
俗
人

の
た
め
の
教
え
を

(6

)

も
含
ん
で
い
る
。

本
稿
は
、
『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
に
示
さ
れ
た
釈
尊

の
教
え
を
、
主
と
し
て
人
生
観
と
弟
子

へ
の
指
導
と
い
う
側
面
か
ら
捉
え
な
お
し
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

☆

最
初
に
仏
教

の
根
幹
的
な
教
え
で
あ
る
と
さ
れ
る

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』

の

一
詩
句

(偶
)
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

(
7
)

一
切
の
悪
業
を
な
さ
ざ
る
こ
と
、
善
業

を
具
足
す
る
こ
と
自
分

の
心
を
遍
く
清
く
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
諸
ブ

ッ
ダ
の
教
え
で
あ
る
。

(381
)

漢
訳
の

『法
句
経
』
で
は
、

(30)



(
8
)

諸
悪
莫
作

諸
善
奉
行

自
浄
其

意

是
諸
佛
教

と
な

っ
て
い
る
。
昔
か
ら

「
七
佛
通
誠

偶
」
と

い
わ
れ
る
こ
の
詩
句
は
、
「諸
悪
莫
作

諸
善
奉
行
」
と
い
う
ご
く
当
然

の

「止
悪
修
善
」
と
い
う
道
徳
律
を
仏
教

独
自

の

「自
浄
其
意
」
の
立
場
で
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
和
訳
に
は

「自
分
の
心
を
遍
く
清
く
す
る
」

(轟
。凶9
℃
巴

o団
oO
巷
8
〔巨
)
に
註
が
付
さ
れ
、
「
こ

こ
で
は
、
初
禅

(瞑
想

の
第

一
段
階
)
に
入
る
時
不
純
な
心

(五
蓋

11
心
を
覆
う
五
種

の
煩
悩
。
五

つ
の
障
害
。
即
ち

一

貧
り

二

怒
り

三

眠
り
込
ん
だ

(
9
)

よ
う
な
無
知
蒙
昧

四

躁
畿
の
状
態

五

疑

い
)
を
取
り
去
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「自
浄
其
意
」
に
関
連
し
て
宮
坂
宥
勝
は
、
「放
縦
な
欲

望
は
意
志
に
も
と
つ
く
も

の
で
あ
り
、
理
不
尽
な
怒
り
は
感
情
に
関
す
る
も
の
、
ま
た
人
間
的
な
真
実

の
智
慧
は
知
能
に
関
係
す
る
と
と
も
に
前
二
者
を
綜
合
的
に

統

一
す
る
全
人
格
的
な
も

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
知
情
意
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
の
知
情
意
を
正
し
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
真
に
主
体
的
な
人
格
の
形
成
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
格
的
に
み
て
、
も

っ
と
も
安
定
し
た
状
態
で
あ
る
と
と
も
に
、
社

(10

)

会
的
な
適
応
性
を
も

っ
た
も

の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
片
山

一
良
は

「出
家
以
後
、
阿
羅
漢
道
を
得
る
ま
で
、

い
か
な
る
悪
し
き
不
善

の
業
も
作
ら
な

(11

)

い
こ
と
、
善
を
起
こ
し
、
修
す
る
こ
と
、
心
の
障
害
と
な
る
欲
貧
、
怒
り
、
沈

い
つ

・
眠
気
、
浮

つ
き

・
後
悔
、
疑
と
い
う
五
蓋
か
ら
自
己
の
心
を
浄
め
る
こ
と
」

と
し
て
、
戒

の
防
護
に
よ
り
悪
を
断

つ
こ
と
。
禅
定
に
よ
り
心
の
静
ま
り
を
得
る
こ
と
、
聖
道

の
智
慧
に
よ
り
煩
悩
を
断

つ
こ
と
を
説

い
て
い
る
と
す
る
。
悪
を
行

な
わ
ず
、
善
を
行
な
う
こ
と
の
な
か
に
、
意
志

・
感
情
の
統
制
の
み
な
ら
ず
智
に
導
か
れ
た
行
為
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
欲
界
を
去
る
こ
と
に
よ
る

「浄
」

の

獲
得
は
情
意
と
と
も
に
安
定
し
た
人
格

の
形
成
が
な
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
知
情
意

の
円
満
な
発
達
、

い
い
か
え
れ
ば
人
格
の
全
体
的

・
調
和
的

発
達

の
思
想
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
戒
の
護
持
と
禅
定
に
よ
る
心

の
安
静
と
智
慧
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
こ
れ
に
続
く
詩
句

に
は
、

「忍
辱
は
最
高
の
苦
行
な
り
、
浬
葉
は
最
高
の

〔境
地
で
あ
る
〕
と
諸
ブ
ッ
ダ
は
説
く
。
実
に
出
家
者
は
他
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
。
沙
門
は
他
人
を
困
ら
せ
る

こ
と
を
し
な

い
。」

(481
)
、

「
〔他
人
に
対
し
〕
無
非
難
に
し
て
加
害
せ
ざ
る
、
あ
る
い
は

〔自
分
に
対
し
て
〕
戒
条
を
守
る
、
あ
る
い
は
食
事
に
関
し
て
適
量
を
知
り
、
あ
る
い
は
辺
境

の

(
12
)

地

を

臥

坐

処

と

す

る

、

あ

る

い
は

禅

定

に

努

力

す

る

、

こ

れ

が

諸

ブ

ッ
ダ

の

教

え

で
あ

る

。
」

(
581
)

が

あ

り

、

漢

訳

の

『法

句

経

』

で

は

、

そ

れ

ぞ

れ

、

『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育

(31)
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9
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観
行
忍
第

一

佛
説
泥
沮
最

捨

罪
作
沙
門

無
焼
害
於
彼

(481
)

お
よ
び

(
13
)

不
焼
亦
不
悩

如
戒

一
切
持

少

食
捨
身
貧

有
行
幽
隠
庭

意
諦
以
有
酷

是
能
奉
佛
教

(581
)

と
さ
れ
て
い
る
。

(
14
)

「忍
辱
」

(臣
き
巨
一)
に
は

「自
分
に
何
の
落
ち
度
も
な
く
他
人
か
ら
理
不
尽
な
非
難
や
迫
害
や
辱
か
し
め
な
ど
を
受
け
て
も
耐
え
忍
び
、
こ
れ
に
反
撃
し
た
り

(
15
)

せ
ず
、
慈
悲
の
心
で
接
す
る
こ
と
」
と

の
註
が
あ
り
、
恰
も

「
い
じ
め
」
を
超
越
す
る
こ
と
が

「最
高

の
」
苦
行
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
他
者

か
ら
の
身
体
的

・
精
神
的
な
圧
迫

・
抑
圧
を
修
道
の
た
め
の
ひ
と

つ
の
試
練
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
さ
え
受
け
止
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
、

最
高

の
境
地
で
あ
る

「浬
彙
」
を
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
到
達
す
る
た
め
の
試
練
と
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
の
で
も
あ
る
。
単
に

「受
苦
」
と
い
う

「受

動
的
な
」
も
の
と
し
て
、
自
発
的
な
捉
え

方
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
佛
果
を
求
め
る
修
行
者
で
あ
る
沙
門

(特
に
出
家
)
は

「他
者
」
を
加
害
し
、
困

苦
に
陥
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
と
説
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
他
者

へ
の
非
難
、
加
害
、
自
己
に
対
す
る
戒
律

の
遵
守
、
適
量
の
食
事
、
(修
行
に
適
し
た
)

霊
地
に
居
住
し
、
心
静
か
に
瞑
想
し
、
真
理
を
観
察
す
る
こ
と

で
心
身
と
も
に
動
揺
す
る
こ
と
の
な
い
安
定
し
た
状
態
で
あ
る
、
禅
定

へ
の
努
力
を
修
行
者
に
求
め

勿ω

て
い
る
。
適
量

の
食
事
は
、
生
存
上
不
可
欠
な
栄
養
摂
取
を
意
味
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
布
施
で
糧
を
得
る
出
家
者
に
と

っ
て
は
、
布
施
さ
れ
た
食
物
を
す
べ
て
定

め
ら
れ
た
時
間
に
食
す
こ
と
に
も
、
さ
ら
に
は
生
存
に
必
要
な
諸

々
の
物
質

へ
の
欲
求
を

「適
量
」
に
、
即
ち

「最
低
限
」
に
と
ど
め
る

「少
欲
」
を
も
意
味
す
る

も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
草
堂
な
ど
で
修
行

の
た
め
に
起
居
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
が
布
施
さ
れ
た
食
物
を
共
に
食
す
と
い
う
原
始
共
産
制
に
似
た
生
活
様
式
を
も
含

意
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
三

つ
の
詩
句
は
、
諸
ブ

ッ
ダ
の
教
え
と
し
て
詠
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、
釈
尊
以
前
か
ら
の
教
え
と
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
三

つ
の
詩
句
に
関
し
て
は
、
第

一
八
三
偶
は

「智
慧
」
を
、
第

一
八
四
偶
は

「慈
悲
」
を
、
第

一
八
五
偶
は
を

「中
道
」
を
説
く
、
仏
教
の
生
活
実
践
に
お

(
16
)

け
る
最
も
重
要
な
教
え
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

☆

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
は
冒
頭

の

「対

〔句

〕
の
章
」
で

「
〔心
に
関
す
る
す
べ
て
の
〕
法
は
、
心
が
先
立
ち
、
心
が
最
上
の

〔主
〕
で
あ
り
、
心
よ
り
成
る
。
人
、
汚
れ
た
心
で
話
し
た
り
、
行
な

っ
た
り
、
〔考
え
た
り
〕



す

れ

ば

、

荷

車

を

ひ
く

〔牛

の
〕

足

を

追

う

車

輪

の
如

く

、

苦

し

み

、

そ

の

人

に

つ

い
て

く

る
。
」

(
1
)

「
〔心

に

関

す

る

す

べ

て

の
〕

法

は

、

心

が

先

立

ち

、

心

が

最

上

の

〔主

〕

で

あ

り

、

心

よ

り

成

る
。

人

、
清

浄

な

心

で
話

し

た

り

、

行

な

っ
た

り

、

〔考

え

た

り

〕

(
17
)

す
れ
ば
、
〔人
に
〕
影
が
離
れ
な
い
如
く
、
楽
し
み
、
そ
の
人
に
つ
い
て
く
る
。
」

(2
)

と

い
う
対
句
を
掲
げ
る
。
漢
訳

「法
句
経

」
で
は

心
爲
法
本

心
意
心
使

中
心
念

悪

即
言
即
行

罪
苦
自
追

車
礫
干
轍

(18

)

心
爲
法
本

心
尊
心
使

中
心
念

善

　即
言
即
行

福
樂
自
追

如
影
随
形

と
訳
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
詩
句
は
、

一
瞬

一
瞬
生
滅

変
化
す
る
心
の
あ
り
よ
う
に
よ

っ
て
、
会
話

・
行
為
が
、
苦
に
も
、
楽
に
も
な
る
と
例
を
通
じ
て
、
仏
教
の
倫
理
観
を
示

(
19
)

す

も

の

で
も

あ

る

。

第

一
偶

の

註

に

は

、

「
心

に

関

す

る

法

は

、

心

が

先

立

ち

(ζ

き

O
崔

げ
げ
9

αq
餌
日
箇
自

帥
日
日
餌
)
」

を

解

説

し

て
、

「
心

と

は

、

所

縁

(
11
認

識

の

対

象

。

対

象

と

し

て

と

ら

え

る
も

の
。

対

象

)

を

考

え

る

か

ら

心

で

あ

り

、

所

縁

を

知

る

と

い
う

本

質

が

あ

る
。

心

を

意

味

す

る
語

と

し

て
心

(
9
9

考

え

る

)
・

(
20
)

意

(
日
き

o

思

う

)

識

(乱
目

倒
O
鋤

分

か

ち

知

る
)

な

ど

が

あ

る
。
」

と

あ

り

、

さ

ら

に

「
五

薙

(色

・
受

・
想

・
行

・
識

)

の
集

ま

り

で
あ

る

私

た

ち

の
身

体

の

中

で

、

心

に

関

す

る

も

の

は
受

・
想

・
行

・
識

で
あ

る

。

仏

教

で

は

、

心

は
単

独

に

存

在

す

る

の

で

は

な

く

、

そ

の
属

性

に

よ

っ
て
感

知

認

識

さ

れ

る

。

即

ち

、

そ

の

中

心

的

な

も

の
は

識

で
あ

り

、

心

の

認

識

主

体

(
心

法

11
識

)

と

そ

の
属

性

(心

所

法

11
受

・
想

・
行

)

か

ら

な

る

と

説

く

。

…

…

こ

こ

で

対

象

と

な

る

の
は

一

(
21
)

瞬

一
瞬
生
滅
変
化
す
る
心

で
あ
る
。
…
…
」
と
あ
る
。
さ
ら
に

「心
は
、
心
の
主
体
と
し
て
の

一
つ
の
心
法

(6凶暮
鋤-◎
げ
9日
日
9)
と
、
心
の
属
性

(部
分
的
な
心
の

作
用

・
性
質

・
状
態
な
ど
)
と
し
て
の
心
所
法

(o①
5
ω貯
甲
穿
p
巳
巳
ε

か
ら
な
り
、
五
纏

の
識
は
心
の
認
識
主
観

(心
法
)、
受
想
行
が
そ
れ
に
属
性
す
る
も
の

(心

所
法
)
で
あ
り
、

一
つ
の
心
法

に
は
必
ず
多
く
の
心
所
法
が
倶
起
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
具
体
的
な
心
を
構
成
す
る
と
説
く
。
例
え
ば
、

一
つ
の
果
物
に
必
ず
形

・
大

き
さ

・
色

・
味

・
重
さ
な
ど

の
諸
々
の
性
質
が
あ
る
よ
う
に
、
心
に
も

い
ろ
い
ろ
な
心
所
が
あ
り
、
心
が
起
き
る
と
同
時
に
起
き
る
同
起

(①
ざ
唇
℃
豊
簿)
、
心
が
滅

す
る
と
同
時
に
滅
す
る
同
滅

(①犀
9
巳
ユ
o
αげ
9)
、
心
が
所
縁
と
し
て
い
る
も
の
を
同
じ
く
所
縁
と
す
る
同
所
縁

(①叶
理
9日
日
巷
p)
、
心
が
同
じ
く
所
依
と
す
る
同
基

(
22
)

(①
ざ
く
讐
芸
信
ざ

)
と
い
う
相
が
必
ず
心
所
に
あ
り
、
心
自
身
が
単
独
で
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
。」
と
も
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
す
べ
て
の
も
の
の
性
質
を
宗
教

の
倫
理
的
立
場
か
ら
区
分
す
る
三
性

の
考
え
に
立

つ
、
三
性
門
に

つ
い
て
も

「
三
性
と
は
、
善
心

・
不
善
心

・
無
記
心
を

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育

(33)



大
手
前
大
学
論
集

第
9
号

意
味
す
る
。
先
ず
善
心
は
欲
界

・
色
界

・
無
色
界

・
出
世
間
に
存
在
し
、
次

の
不
善
心
は
欲
界
に
の
み
存
在
す
る
。
そ
し
て
無
記
心
に
は
異
熟

(<
甘
騨
帥

過
去
の

善
悪
業
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
苦
楽

な
ど
の
報
果
)
と
唯
作

(匹
ユ
旨

根
を
断
た
れ
た
木

の
花
が
実
を

つ
け
な
い
よ
う

に
、
結
果
を
来
世
に
引
く
こ
と
が
な
く
、

又
業

の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
異
熟
で
も
な
く
・
た
だ
作
用
の
み
の
無
憩

)
の
二
種
が
あ
る
・
:
逸

善
心

(ざ

ω巴
簿-o葺
鋤)
に
関
し
て
は
@
欲
界
善
心
、
⑤
色
界
善
心
、
◎
無
色
界
善
心
、
④
出
世
間
善
心
を
挙
げ
、
善
心
は
す
べ
て
が
同

一
の
も
の
で
は
な
く
必
ず

そ
れ
ぞ
れ
に
優
劣
の
差
が
あ
る
と
し
た
上

で
、
②
欲
界
善
心
は

「欲
界
に
お
け
る
福
善
で
あ
る
布
施

・
持
戒

・
止
観

の
修
習
な
ど
の
善
行
を
お
こ
な
う
心
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
欲
界
善
業
に
よ

っ
て
こ
の
世
に
お
い
て
安
楽
を
得
る
。
そ
し
て
死
後
あ
の
世
に
お
い
て
も
欲
界
六
天
界
や
人
間
な
ど
欲
界
善
趣

の
報
果
を
得
ら
れ
る
。
十

善
業
事
は
こ
の
善
心
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
第

一

(11
欲
界
有
因
第

一
善
心

・
喜
倶
智
相
応
無
行
心
)
・
第
五

(11
欲
界
有
因
第
五
善
心

・
捨
倶
智
相
応
無
行
心
)
善

(24
)

心
が
最
も
勝
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

又
こ
の
第

一
・
第
五
善
心
の
い
ず
れ
か
に
よ

っ
て
禅
定
を
得
る
た
め
の
精
神
統

一
が
お
こ
な
わ
れ
る
。」
と
注
記
し
、
⑤

色

界
善
心
を

「
こ
の
善
心
を
修
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
色
界
天
に
生
じ
て
楽
を
受
け
る
。
色
界
善
心
は
四
禅

の
初
禅
と
第
二
禅
の
間
に

一
つ
を
加
え

て
五
禅
か
ら
な
る
。

そ

の
修
習
法
に
つ
い
て
は
十
遍
処
を
は
じ
め
貧
を
捨
断
す
る
た
め
の
十
不
浄
想
、
愚
痴
を
捨
断
す
る
た
め
の
十
随
念
、
瞑
を
捨
断
す
る
た
め
の
慈
悲
喜
捨
四
無
量
心

(25

)

な
ど
四
十
業
処
が
あ
る
。
」、
さ
ら
に
◎

無
色
界
善
心
を
、
「
こ
の
善
心
は
欲
界
三
因
凡
夫
や
有
学
の
聖
者
に
生
じ
る
善
心
で
あ
り
、
色
界
禅
定
を
さ
ら
に
高

い
レ
ベ

ル
ま
で
修
習
し
て
得
る
境
地

で
あ
る
。
そ

の
心
が
極
め
て
寂
静
な
状
態
に
な
る
た
め
、
あ
る
い
は
四
無
色
界
に
生
起
す
る
た
め
に
こ
の
四
無
色
界
定
を
修
習
す
る
。

こ
の
無
色
定
は
心
が
極
め
て
寂
静
甚
深
微

妙
な
状
態
で
あ
る
故
、

一
部
の
禅
修
行
者
な
ど
は

「何
に
も
囚
わ
れ
な

い
最
高
の
境
地
で
あ
る
」
と
理
想
化
し
た
が
、
し

(
26

)

か
し
仏
陀
は
こ
れ
を
解
脱
浬
契

の
境
地

か
ら
ほ
ど
遠

い
有
漏
の
世
間
定
で
あ
る
と
戒
め
ら
れ
た
。
」
と
、
最
後

に
⑥

出
世
間
善
心
に
つ
い
て
は

「悟
り
を
得
た
聖
者

だ
け
に
生
じ
る
、
欲
界

・
色
界

・
無
色
界

の
世
間
善
心
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
の
善
心
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
八
聖
道
で
あ
る
。
出
世
間
善
心
は
八
種

の
四
向

(
27
)

四
果
の
中
の
四
向
、
即
ち
四
つ
の
道
心
が
こ
の
善
心
で
あ
る
。
又
四
道
心
の
報
果
と
し
て
得
ら
れ
る
異
熟
心
の
こ
と

で
あ
る
。」

不
善
心

(創
く
91創
帥ω帥
簿犀
β
ω帥一卑
O同叶辞巴
一)
に

つ
い
て
は
、
「こ
の
不
善
心
は
三
界

(欲
界

・
色
界

・
無
色
界
)
に
生
起
す
る
が
、
し
か
し
、
三
性
門
を
基
準
と
す
る
時

に
は
、
特
に
そ
の
多
く
は
欲
愛
が
強

い
故

に
欲
界
だ
け
に
属
す
る
形

で
説

い
て
い
る
。
こ
の
十
二
不
善
心
と
常
に
必
ず
相
応
す
る
の
が
輪
廻

の
根
本
因
で
あ
る
無
明

(痴
因
)

で
あ
る
。
過
去
世
又
は
現
世
に
お
い
て
第
十
二
不
善
心
の
悼
挙
心
を
除

い
た
十

一
不
善
心
を
数
多
く
あ
る
い
は
強
烈
に
生
起
さ
せ
た
人
は
、
八
十
九
心
の

(28

)

欲
界
無
因
第
七
不
善
異
熟
心

の
捨
倶
不
善

異
熟
意
識
界
に
よ

っ
て
死
後
欲
界
悪
趣
地
に
結
生
す
る
と
説
く
。
」

(34)



元
花
園
大
学
長
の
山
田
無
文
は
、
こ

の
対
句
の
意
味
を

「人
間

の
意
志
こ
そ
、
す
べ
て
の
存
在
の
意
味
と
価
値
を
決
定
す
る
基
本
で
あ
る
、
と
示
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
…
…

こ
の
ブ

ッ
ダ
の
お
言
葉
に
は
、
人
間

の
意
は
本
来
清
ら
か
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
人
間
の
本
性
は
自
性
清
浄
心
、
或
い
は

大
円
鏡
智
と
名
づ
け
ら
れ
、
本
来
大
き
な
丸
い
鏡
の
如
く
清
浄
な
も
の
で
あ
る
、
と
ブ

ッ
ダ
は
常
に
諭
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…
意
を
浄
む
る
こ
と
こ
そ
ブ

ッ
ダ
の

(29

)

基
本
的
教
誠
で
な
か

っ
た
か
。
」
と
先
に
取
り
上
げ
た

「七
佛
通
誠
偶
」
を
挙
げ
、
「さ

い
わ

い
な
る
か
な
、
心
の
清
き
も
の
、
そ
の
人
は
神
を
見
る
べ
し
」
(「
マ
タ

(30

)

イ
傳
福
音
書
」
第
五
章
)
と
共
通
す
る
清

浄
な
心
を
説
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
片
山

一
良
は
、
「も
ろ
も
ろ
の
法
、
す
な
わ
ち
私
た
ち
の
業
、
行
為
と
い
う
も
の
は
、

す
べ
て
私
た
ち
が
考
え
思
う
心

(意
)

の
行
為
に
始
ま
り
、
そ
れ
が
口
の
行
為
、
こ
と
ば
に
な
り
、
手
足
の
行
為
、
行
動
に
な
り
。
そ
れ
ゆ
え
心
を
汚
さ
ず
、
心
を

浄
め
よ
う
、
そ
う
す
れ
ば
苦
は
消
え
、
楽

に
な
る
。
こ
れ
が
こ
の
こ
と
ば
の
意
味
で
あ
り
、
教
え
で
す
。
身
、
口
、
意
の
、

い
わ
ゆ
る
三
業
が
調
え
ば
、
私
た
ち
は

(
31
)

い

つ

で
も

ど

こ

で

も

安

ら

ぐ

、

と

い
う

の

で
す

。
」

と

示

す

の

で
あ

る

。

(32

)

ま
た
オ
シ
ョ
ー

・
ラ
ジ
ー

ニ
シ

(
一
九
三

一
～

一
九
九
〇
)
は
、
釈
尊
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
客
観
世
界
で
は
な
く
、
心
理
学
者

の
研
究
す
る
心
の

世
界
で
も
な
く
、
主
観
性
、
内
面
性
、
内

な
る
自
己
の
世
界
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
「自
分
が
実
際
は
だ
れ
で
あ
る
の
か
、
ほ
ん
と
う
に
知
り
た
か

っ
た
ら
、
あ
な

た
は
い
か
に
し
て
心
を
止
滅
さ
せ
る
か
、

い
か
に
し
て
思
考
を
止
め
る
か
を
学
ば
ね
ば
成
ら
な

い
。
そ
れ
が
瞑
想

の
す
べ
て
だ
。
瞑
想
と
は
、
心
の
外
に
で
る
こ
と
、

心
を
落
と
し
、
無
心
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
お
も
む
く
こ
と
だ
。
そ
の
無
心
の
な
か
で
、
あ
な
た
は
窮
極

の
真
理
、
ダ
ン
マ
を
知
る
。
こ
の
心
か
ら
無
心

へ
と
お
も
む

(
33
)

(
34
)

(
35
)

く
こ
と
が

「歩
む
こ
と
」
す
な
わ
ち

「
パ
ダ
」
だ
。」
と
説
き
、
さ
ら
に

「惨
め
さ
は
心

の
副
産
物
だ
。」

「惨
め
さ
は
心
の
影
だ
。」
「心
と
は
無
意
識
の
こ
と
だ
、

(36
)

心
と
は
無
自
覚

の
こ
と
だ
。」
「至
福
も

(惨
め
さ
)
と
同
じ
だ
。
惨
め
さ
は
眠
り
こ
け
て
い
る
こ
と
の
副
産
物

で
あ
り
、
至
福
は
目
覚
め
て
い
る
こ
と
の
副
産
物
だ
。

(
37
)

雌

伏

を

じ

か

に

探

し

求

め

る

こ
と

が

で

き

な

い
の

は

そ

の
た

め

だ
。
」

と

説

き

、

「
不

純

な

心

(
11
汚

れ

た

心

)

と

は

、

心

の

こ

と

で
あ

り

、
純

粋

な

心

(
11
清

浄

な

(
38
)

心
)
、
あ
る
い
は
無
心
を
得
た
な
ら
、
あ

な
た
に
は
幸
福
が
影
の
よ
う
に
つ
き
し
た
が
う
…
…
。」
と
説
く
の
で
あ
る
。
汚
れ
た
心
と
清
浄
な
心

の
対
比
が
、

一
方
は

惨
め
さ
に
向
か
い
、
他
方
は
至
福
を

い
う

報
果
に
つ
な
が
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

無
我
、
無
心
が
幸
福

へ
、
邪
念
が
不
孝

へ
と
の
捉
え
方
に
は
少
な
か
ら
ず
反
発
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
自
己
の
姿
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
充
実

し
た
生
き
方
が
可
能
に
な
る
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

『ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育

(35)



大
手
前
大
学
論
集

第
9
号

☆

「実
に
自
分
自
身
こ
そ
汝

の
守
護
者
で
あ
る
。
実
に
他

の
誰
が

(自
分
の
)
守
護
者
と
な
り
え
る
の
か
?
実
に
調
御
さ
れ
た
自
分
が
、
得
難

い
守
護
者

(
11
阿
羅
漢

(39
)

果

聖

者

)

と

な

り

得

る
。
」

(
061
)

自

己

の

調

御

の
重

要

性

を

説

く

詩

句

で
あ

る

。

こ

の
句

か

ら

私

は

ペ

ス
タ

ロ

ッ
チ

の
言

葉

を

思

い
浮

か

べ

た

。

ペ

ス
タ

ロ

ッ
チ

は

、

..ζ

①
ぎ
①
Z
簿
o
げ
8
「
ω
9

巨

αq

二
ぴ
2

α
8

0
9
轟

自
2

Z
①
ε
ユ
昌
匹
①
昌
国
昌
ヨ

凶o
匹
巷

ひ身
α
①
ω
竃
①
⇒
ω
o
ゴ
①
⇒
鴨

ω
o
巨
①
o
ぽ

.、
の
中

の

一
節

を

思

い
浮

か

べ
た

。

「
私

は
自

然

の
所

産

で
あ

り

、

人

類

の
所

産

で

(
40
)

あ
り
、
ま
た
私
自
身
の
所
産

で
も
あ
る
。
」

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
啓
蒙
思
想

の
影
響
を
受
け
て
自
然
史
の
中
で
の
人
類
の
発
展
を
考
究
し
、
現
在
の
自
分
の
あ
る
の
は
、
種
と
し
て
の
人
間
に
生
ま
れ
た
か
ら
で

あ
り
、
ま
た
歴
史
の
中
で
人
類

(同
胞
)

が
築
き
上
げ
て
き
た
文
化

の
お
か
げ
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
思
考

・
行
動

の
が
現
在

の
人
格
を
形
成
し
て
き
た
と
す
る
の

で
あ
る
。
即
ち
、
彼
の
人
格
は
、
種
と
し

て
の
人
間
存
在
、
人
類

の
歴
史
の

一
局
面
で
の
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
自
己
、
も
し
く
は
社
会

・
文
化
的
な
存
在
と
し
て

の
自
己
、
さ
ら
に
自
己
の
生
育
史
の
築
き
上
げ
た
も

の
と
し
て
の
人
格
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
人
格
の

一
側
面
に
自

のω

己
形
成
の
側
面
を
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の

一
句
を
友
松
は

「
お
の
れ
こ
そ

お
の
れ
の
よ
る
べ

お
の
れ
を
措
き
て

誰
に
よ
る
べ
き
そ

よ
く
と
と

の
え
し

お
の
れ
に
こ
そ

ま

(41
)

(42

)

こ
と
え
が
た
き

よ
る
べ
を
獲
ん
」
と

訳
し
て
お
り
、
こ
れ
に
相
当
す
る
偶
と
し
て

「自
己
心
爲
師

不
随
他
爲
師

自
己
爲
師
者

獲
眞
智
人
法
」
を

(43

)

と
り
あ
げ
て
そ
の
意
を
汲
も
う
と
さ
れ

て
お
ら
れ
る
。
和
訳
と
し
て
掲
げ
た
も

の
で
は

愚
窪
鋤
(主
、
守
護
者
、
ナ
ー
タ
神
、
依
枯
、
救
護
)
を

「守
護
者
」
と
し

て
い
る
が
、
宮
坂
は
、
鼠
臣
9
は

「本
来
、
保
護
者
と

い
う
意
味
で
あ
る
が
、
宗
教
的
に
は
尊
貴
な
る
絶
対
者
、
本
尊
を
指
す
。

一
般
に
宗
教
は
礼
拝
対
象
と
し
て
、

あ
る
い
は
宗
教
的
対
象
と
し
て
、
自
己
自

身
と
は
次
元
を
異
に
す
る
絶
対
な
る
人
格
的
存
在
を
外
部
に
求
め
る
。
し
か
る
に
、
仏
教
で
は
、
自
己
自
身
が
自
己
の
主

(44

)

で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
ほ
ど
人
間
中
心
的
な
力
強

い
教
え
は
な
い
。
」
と
説

い
て
い
る
。

ダ
ン
マ
パ
ダ
は
別
の
箇
所

で
、

人
間
に
得
達
す
る
こ
と
は
難
し

い
、
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
は
難
し

い
。
正
法
聴
聞

〔
の
機
会
を
得
る
こ
と
〕
は
難
し

い
、
〔こ
の
世
に
〕
諸
ブ

ッ
ダ
が
生
起
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
(281
)



と
仏
教
独
特
の
世
界
観
も
立

っ
て
、
六
道

(地
獄

・
餓
鬼

・
畜
生

・
修
羅

・
人
間

・
天
上
)

で
輪
廻
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
六
道

の
中
で
人
間
と
し
て

の
生
を
享
け
る
こ
と
自
体
が
む
ず
か
し

い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
己
を
省
み
る
ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
の
種
と
し
て
の
人
間

の
生
を
享
け
る
こ
と
と
も

つ
な
が
る
の
で
あ
り
、
「
人
間
は
本
質
的

な
存
在

げ
①
ぎ
ひq
で
は
な
く
、
生
成
、

つ
ま
り
成
り

つ
つ
あ
る
も

の
げ
Φ
oo
日
ぎ
ひq
だ
。
人
は
ひ
と

つ
の
過
程
、
成
長
、
可
能
性
、

潜
在
力
だ
。
人
間
は
ま
だ
実
現
化
し
て

い
な
い
。
」
と
教
え
る
の
が
仏
教

の
考
え
方
で
も
あ
る
。

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
考
察
は
、
種
と
し
て

の
人
間
存
在
、
歴
史
的

・
文
化
的
存
在
と
し
て
の
人
間
、
自
己
の
形
成
者
と
し
て
の
人
間
存
在
と
し
て
人
間
や
自
己
の
人

格
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
独
自
な
世
界
観
に
立
脚
す
る
仏
教
の
教
え
は
、
人
間
を
び
Φぢ
ひqと
し
て
で
は
な
く
、
び
①
oo
日
ぎ
ひq
と
し
て
と
ら
え
よ
う

と
す
る
。
そ
こ
で
は

「
お
の
れ
こ
そ
お

の
れ
の
主
」
と
し
て
、
佛
果
を
求
め
て
自
己
の
心

の
清
浄
化
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
祈
り
で
は
な
く
瞑
想
な
ど

の
手
段
を
通
じ
て
、
無
我

の
境
地
に
至
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

四
種

の
異
本

を
伝

え

る
。

一

法
句

経

二
巻

法

救
撰

・
呉

維
祇

難
等

訳

黄
武

三
年

(
二

二
四
)

三

九
品

七
五

二
偶

二

法
句

壁
口喩

経

四
巻

晋

世
法

炬
共

立
訳

恵

帝

の
代

(
二
九

〇

～
三

〇
六
)

四

二
品

二
七
九

偶

三

出
曜

経

三

〇
巻

眺
秦

竺
念

訳

建

元

一
九

年

(三

八
三
)

三
四
品

九

三
〇
偶

四

法
集

要
願

集

四
巻

法
救

訳

宋

天
息
災

訳

太
平

興
国

五
年

(九

八

〇
)
～
成

平

三
年

(
一
〇
〇

〇
)

三

三
品
九

三

五
偶

佛
教

箴
言

集
』

一
七

～

一
八
頁
)

(3
)

宮
坂

宥
勝

、
前

掲
書

一
六
頁

(4
)

友
松

圓
諦

『法

句
経

講
義

』
、

二

一
頁

な
お

現
在

利
用

し

や
す

い

『
ダ

ン

マ
パ

ダ
』

の
邦
訳

は

一

萩

原
雲
来

『法

句
経

』

(
一
九

一
二

岩

波
文

庫

一
九

三

五

芝
芝
芝
。鋤
o
N
o
轟

o
ユ

b

『
青
空

文
庫

』

で
公
開

)

二

辻
直

四
郎

『法

句
経

』

(
『南
伝

大
蔵

経
』

第

二
十

三
巻

所
収

一
九

七

二
)

三

中
村

元
訳

『真

理

の

こ
と

ば

・
感

興

の
こ
と
ば

』

(岩
波

文
庫

、

一
九
七

八
)

四

友
松

圓
諦

「法

句
経

』

(講
談
社

学

術
文

庫

一
九

八

五
)

『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育

(1

)

(2

)

註

『哲
学

事
典

』

(平
凡

社
)

に

よ
る
。

『
ダ

ン

マ
パ
ダ
』

の
漢
訳

と
し

て
は

、

(宮
坂
宥
勝

「暮
ら
し
の
な
か
の

(37)
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(
5
)

(6
)

(
7
)

五

宮
坂

宥
勝

『暮

ら

し

の
な

か

の
佛
教

箴
言

集
』

(ち

く
ま

学
芸

文
庫

一
九
九

七
)

六

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

「
パ
ー
リ
語

仏
典

な
ど

が
あ

り
、

『ダ

ン

マ
パ
ダ
』

の
解

説

書
と

し

て
は

『
ダ

ン

マ
パ

ダ
』
」

(ダ

ン

マ
パ
ダ

(法
句

経

を
学

ぶ
会

発
行

二
〇

〇
〇

)

一

山

田
無
文

著

『法
句

経

真

理

の
言

葉
』

一
九

七

六

二

友
松

圓
諦

『法

句
経

講
義

』

(講

談

社
学

術
文

庫

一
九

八

こ

三

宮
坂

宥
勝

『暮

ら

し

の
な
か

の
佛
教

箴
言

集
』

(ち

く
ま

学
芸

文
庫

一
九
九

七
)

四

上
村

勝
彦

『真

理

の
言
葉

法

句
経

』

(「
仏
教

を
生

き

る
」

第

五
巻
)

二
〇
〇

〇

五

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

「
パ
ー
リ

語
仏
典

『
ダ

ン

マ
パ

ダ
』
」

(ダ

ン

マ
パ

ダ

(法
句

経

を
学

ぶ
会

発

行

二
〇

〇

〇
)

六

瀬

戸
内
寂

聴
著

「法

句
経

を
読

む

寂
聴

生

き

る
知
恵

』

二
〇

〇
三

七

A

・
ス

マ
サ

ラ
ー

ナ

『
原
訳

「法

句
経

」

一
日

一
話

』

二
〇

〇
三

八

A

・
ス

マ
サ

ラ
ー

ナ

『
原
訳

「法

句
経

」

一
日

一
悟

』

二
〇

〇

五

七

片

山

一
良

「
『
ダ

ン

マ
パ
ダ
』

を
よ

む
」

(上

・
下
)

二
〇
〇

七

八

佐
伯

快
勝

著

『智
慧

の
こ
と

ば
』

二
〇

〇
八

な

ど
が

あ
げ

ら
れ

よ
う

。
な

お

二
の
友
松

の
も

の
は
昭

和
九

(
一
九
三

四
)

年

の

ラ
ジ
オ
放

送

の

テ
キ

ス
ト
を
も

と

に
し

た
も

の
で
あ
り

、

四

の
瀬

戸
内

寂
聴

の

『法

剖

句

経

を
読

む

寂
聴

生
き

る
知

恵
』

に

は
、
友

松

の
訳
を

基
礎

に
し
た

瀬
戸
内

の
訳

(韻
文

)

が
掲
げ

ら

れ

て

い
る

し
、

片
山

の
も

の
は

N
H

K
ラ
ジ

オ
第

二
放
送

の

ω

「
宗

教

の
時
間

」

の
テ

キ

ス
ト

で
あ

る
、

解
説

さ

れ
る
詩

句

に
は
片

山

に
よ

る
邦
訳

と

パ
ー

リ
語

の
原
文

が
併

記

さ
れ

て

い
る

の
が
特
徴

で
あ

る

。

本

稿

で
は
、

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大

長
老

監
修

、
北

嶋
泰

観
訳

注
編
集

「
パ
ー

リ
語
仏

典

『ダ

ン

マ
パ
ダ
』
」

の
邦

訳

・
英
訳

を
中

心
と

し

て
考

察

し
た

。
そ

の
理

由

は
、

『
ダ

ン

マ
パ

ダ
』

が
パ

ー
リ
語

で
書

か

れ
た
経

典

で
あ
り

、
北
嶋

の
訳

は
、

テ

ー

ラ
ワ
ー
ダ

仏
教

(
11
上
座
仏

教
)

に
密

接
な

関
係

が
あ

る
か

ら

で
、
あ
ま

り
知

ら

れ

て
は

い
な

い
が

、
考
察

の
底

本

と
し

た
。

中
村

元

『真

理

の
こ
と

ば

・
感

興

の
こ
と

ば
』
、
三

七

三
頁

な

お
、
水

野
弘

元
著

「
パ

ー
リ
語

辞
典

」

に
よ

れ
ば

、
匹
げ
9
日
目
9
の
訳
語

と

し

て
は
、
法

、

教
法

、
真

理

、

正
義

"
も

の
、

一
切

法

、
諸

法

の
法

、

一
切
法

、

諸
法

の
法

が

、
O
⇔
α
⇔
に

は
足

"
足
跡

、

歩

、
処

、

場

、
所

"
句

、
語

法

が

あ

て
ら

れ

て

い
る

。
↓
げ
○
日
器

UU
旨
○
日

.、..】)
冨

目
日
巷

p
畠

、、
冨

Φ
ω
昌
ぎ
ひq
ω
o
h
葺
Φ
bd
巳

自

p
、、
の

.諺
田

ω8
『凶o
巴

Z
9
①
、
で
は

.】)
げ
帥
日
目
帥
、
は

「
法

、
正
義

、

正
当
性

、

原
理

、
真

理
」

を
、

.冒

α
帥
、
は

「道

、
歩

、

足
、

基
礎

」
を

意
味

す

る
と

し

て

い
る
。
雷

o
目
帥
ω
bd
旨
o
日

..】)
げ
p
日
日
巷

匿

p
、、
爵

①
oり
曙
ぎ
ひq
ω
o
h
誓
①
】W
二
α
爵

p
、.戸

葵

出

中
村

元

前
掲

書

三

七
七
頁

～

三
七

八
頁

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー
ナ

ン
ダ
大

長
老

監
修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

二
三

〇
頁

パ

ー
リ
語

原
文

お
よ

び
北
嶋

泰
観

に
よ

る
そ

の
英

訳
を
示

し

て
お
く

(
『
ダ

ン

マ
パ

ダ
』

詩
句

の
引
用

以
下

同
様

に
注
記

す

る
。
な

お
文
末

に
付

さ

れ
た

(
鵬
)

は

『
ダ

ン

マ
パ
ダ
』

の
章
句

の
番

号

に
付

さ
れ

て

い
る
番

号

で
あ

る
)

ω
Φ
σ
σ
Φ
U
帥
U
Φ
◎o
Qo
Φ
ΩD
天
gD
「gD
弓
Φ
∋



(8

)

(9

)

(10

)

(11

)

天
⊆
ω
Φ
一Φ
の
ω
9D

⊂
U
gD
ω
Φ
⊇
一
で
Φ
α
帥

ω
o
q
犀
Φ
℃
o
「ぐ
o
α
Φ
ε

⊃
o
∋

Φ
邸
∋

σ
⊂
α
α
轟

⊃
o
ω
帥
ω
雪

o
∋
°
(381
)

Z
o
暮
o
ユ
o
①
<
臨
蓉
0
2

匡
<
9
8

日
Φ
葺

b
巳

8

0
霞
身

8

①
、ω
巨

巳

-

榊霞
巴

ω
9
2

8
0
庄
凝

o
津
げ
①
bd
&

穿

p
ω
書
(
381
)

こ

の
詩
句

(
11
偶

)
を

中
村

元

は

「
す

べ

て
悪

し

き

こ
と

を
な

さ
ず

、
善

い
こ
と
を

行
な

い
、
自

己

の

こ
こ

ろ
を
浄

め

る

こ
と

、
l
l

こ
れ

が
諸

の
佛

の
教
え

で
あ

る

。
」

(中
村

元

前

掲

書

三

六
頁

)

と
訳

し

、
友
松

圓
諦

は

「あ

り
と

あ
る

悪

を
作

さ
ず

あ
り

と
あ

る

善
き

こ
と

は

身

を
も

っ
て
行

い

お

の
れ

の
こ
こ

ろ
を

き

よ
め

ん
こ
そ

諸
佛

の
み
教

え

な
り
」

(友
松

圓
諦

前

掲
書

一
二
六
頁

)

と
訳

し
、
友

松
圓

諦

の
訳
を
基

礎

と
す

る
瀬

戸
内
寂

聴

は
、

「あ

ら

ゆ
る
悪
事

を

せ
ず

あ

ら

ゆ
る
善
行

を
行

い

わ
が

こ
こ

ろ
を

き

よ
め

る

こ
そ

み
佛

の
教
え

な
り
」

(瀬

戸
内
寂

聴

前
掲

書

一
五
八
頁

)
と

訳
し

、

ま
た

宮
坂

宥
勝

は

「す

べ
て
悪

し
き

こ
と

を

せ
ず
、

善
き

こ
と

を
実

行

し
、
自

身

の
心

を
清

ら

か
に
す

る

こ
と
、

こ

れ
が

目
ざ

め
た

人
た

ち

(
11
諸

佛
)

の
教

え

で
あ

る
。
」

(宮
坂

宥
勝

前
掲

書

二
七

八
頁

)
と

訳
し

、
片
山

一
良

は

「
い
か

な

る
悪

も
行

わ

ず

も

っ
ぱ

ら
善

を
完

成

し

自

己

の
心
を

浄
く

す

る

こ

れ
が
諸

仏

の
教
え

な
り

」

(片

山

一
良

前

掲
書

上

三

三
頁
)
、
山

田
無

ω

文

は

ω

「も

ろ
も

ろ

の
悪

な
す

な

か
れ

も

ろ
も

ろ

の
善

奉
行

せ
よ

自

ら
心

を

浄

む

る
は

こ
れ
ぞ

諸
仏

の

教
え

な

る
」

(山

田
無

文

前

掲
書

一
五

一
頁

)

と
訳

し

て
お
り

、
ζ
霞

ζ
自

興

は

Z
o
件
8

8

目
日
津
き

団
忽
P

8

α
o
ひq
o
o
P

餌
⇒
α
8

0
霞

身

8

Φ
.ω
巳

昌
P

芸
㊤
叶
房

夢
①
件$

o
げ
ぎ
ひq
o
h
(匿

)
什げ
Φ
〉
芝
艮

Φ
⇒
Φ
9

と

訳

し

、

口
巴

ω
魯

き

曾

餌
否

冨

臼
餌

(ス

リ

ラ

ン

カ

人

僧

侶

で

大

長

老

で

博

士

)

は

≧

)ω
8
巳

8

⇒
o
目

9
ロ
Φ
<
臣
w
臣
Φ
α
o
ぎ
ひq
o
h
ひq
O
O
ユ
ユ
①
①
ユ
ρ

⇔
巳

匪
①
ε

二
自
o
註

8

0
h
浮

①
日
ぎ
P

尻

夢
Φ
巴

日
8

匡
8

0
h
9
Φ
国
巳
齢
耳

Φ
旨
Φ
α
O
⇒
Φ
ω
゜

と

訳

し

、

ま

た

世

界

仏

教

協

会

の

訳

は

ぎ

薯

o
置

曽
目
①
<
戸

8

0
三
鉱
く
讐
Φ
ひq
o
o
9

き

α
8

0δ
p
口
ω
①
o
昌
①
、ω
巨

巳

-

葺

凶ω
す

誓

①
叶①
p
o
匡
昌
ひq
o
h
芸
①
bd
ロ
α
α
げ
霧

゜
と

な

っ

て

い

る

。

(塁

ぴ
ロ
&

げ
p
昌
①
ζ

卑

＼
①
占
Φ
帥
『巳
昌
ひq

＼
び
二
α
ユ
霞
ω
目
＼
穿

9
日
日
ε
巴

p
げ
一目

よ
り

引

用

以

下
同
様

『法
句

経
』

(
㎜
)
述

佛
品

(
「
大
正
新

脩

大
藏

経
」
第

四
巻

五
六

七
頁

中

段
)

こ

の
詩
句

は

「法

の
道
芝
』

の
見
返

し

に
も
英

訳
と

漢
訳

が
付

け
ら

れ

て

い
る
。

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

二
三

一
頁

宮
坂

宥
勝

前

掲
書

六
六
頁

片
山

一
良

前

掲
書

上

三

四
頁

『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
と
教
育



大
手
前
大
学
論
集

第
9
号

(12

)

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー
ナ

ン
ダ
大

長
老

監
修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

二
三

〇
頁

～

二
三

一
頁

察

き
自

彊

鑓
目
餌
3

$
宮

叶三
犀
評
冨

巳
げ
げ
91
轟
ヨ

冨

8
8
㊤
目

く
巴

き
臨
9

⊆
ユ
冨

塁

匡

0
9。ぴ
ぴ
昌
8

0
9。
『
9

9。ひq
げ
91
寓

ω
9
日
巷

o
げ
&

冨

轟
旨

く
畔
①
笹
塁
⇔
三
〇
°
(
481
)

歯

言

薯
匿

o
き

言

p
ひq
げ
倒8

勺
倒
二
日
5
パ
犀
げ
①
O
曽
ω
P
旨
く
母
O

H≦
帥
詳
帥
ぴ
ぴ
二
鏑

O
鋤
び
げ
讐
富
ω
日
同ヨ

冒
冨
口
ぴ
8

ω
鎚
き

倒
ω
き

9
目

巴
巨
o
葺
Φ
8

91
巻

ひq
o

Φ
$
日

げ
邑

鼻

91
轟

ω
91
ω㊤
8

日
゜
(
581
)

国
昌
含

二
旨
ひq
O
簿
陶9

0
巴

ω
臣
Φ
げ
蒔
冨

ω
8

器
8
二
碧

、.Z
凄
ぴ
91
昌
巴

ω
ωε

お
目

、゚.
Qっ
9。
鴇
浮
①
bd
巳

穿

霧
゜
=
巴

ω
昌
〇
一
9。
什毎
①
日
8

犀
≦
げ
o
げ
程
日
ω
き

9
げ
巽
b

o
『
p
お
9。マ
9

巨

o
巨

①

≦
ぎ

o
薯

『Φ
ωω
Φ
ω
o
浮
嘆
ω
゜
(
481
)

Z
9

α
Φ
ω宮
ω
ぎ
ひq
鴇
昌
9

げ
巽
日
一昌
ひq
㍉
①
ω
茸
巴
巨

帥
0
8

「
α
ぎ
ひq
8

ヨ
①
8

α
①
o
h
日
o
口
p
ω
二
〇
α
凶ω
ユ
冨
ぎ
ρ

日
o
α
Φ
轟
二
〇
昌
一昌
h8

9

血
芝
①
≡
昌
ひq
ぎ

ωo
犀
=
α
ρ

α
Φ
<
o
菖
昌
ひq
8

三
ひq
げ
①
「

ω

0
8

8
巨
「註

8

み
匡
ω
凶ω
芸
①
bd
巳

自

曽
ω
゜
(
581
)

q

中
村

元

の
訳

で
は

「
忍
耐

・
堪

忍

は
最

上

の
苦
行

で
あ

る
。

ニ
ル
ヴ

ァ
ー

ナ
は
最

高

の
も

の
で
あ

る
と

、
も

ろ
も

ろ

の
ブ

ッ
ダ
は
説

き

た
ま
う

。

他
人

を
害

す

る

人
は
出

家

者

で
は

な

い
。

他
人

を
悩

ま
す

人
は

(道

の
人

で
は

な

い
。
)

(
悩
)

「罵

ら
ず

、
害

わ
ず

、

戒
律

に
関

し

て
お

の
れ
を

守
り

、
食

事

に
関

し

て

(適

当
な

)
量

を
知

り
、

淋

し

い
と

こ
ろ
に

ひ
と

り
臥

し
、

坐
し

、
心

に
関

す

る
こ
と

に

つ
と

め

は
げ
む

。

こ
れ
が
も

ろ
も

ろ
の
ブ

ッ
ダ

の
お
し
え

で
あ
る

。

(
581
)

(中

村
元

前
掲

書

三

六
頁
)

と
訳

し
、
友

松

圓
諦

は

「忍

辱

こ
そ
最

上

の
行

く

る
し

さ
を
た

え
忍

ぶ

こ
そ

こ

の
上
も

な
き

浬
葉

な
り

」

諸
仏

は

か
く
言

い
た
ま
え

り

ま

こ
と

出

家

に
し

て

人
を

そ

こ
な

う
も

の
な

く

沙
門

に
し

て

他

を
な

や
ま

す

こ
と
な

し

(
481
)

「
誹
ら

す

害

わ
ず

戒

に
お

の
れ

を
ま
も

り

食

に
お

い
て
量

を
知

り

閑

か
な

る
所

に
坐

し

て

し
か

も
易

き

に
住

せ
ざ

れ
」

と

、

か

く

諸

仏

は
訓
え

た
も
う

。

(
581
)

(友

松

圓
諦

前

掲
書

一
二
六

頁
～

一
二
七
頁

)
と

訳

し
、

友
松

圓
諦

の
訳
を

基
礎

と
す

る
瀬

戸
内

寂
聴

は
、

一
八
五
偶

を

「耐

え

忍
ぶ

こ
と

こ
そ

最
上

の
行

苦

し
さ

に
耐
え

忍

ぶ

こ
そ

こ

の
上

な
く

浬
葉

な
り

」

み
仏

た
ち

は

こ

の
よ
う

に

お
教

え

に
な
ら

れ

た

ほ

ん
と

の
出
家

者

は

人
を

害

さ
な

い

ほ

ん
と

の
出

家
者

は

人

を
悩

ま
せ

は
し

な

い
」

と
訳

し
、

ま

た
宮
坂

宥
勝

は

「耐

え

忍
ぶ

こ
と

は
最

上

の
苦
行

で
あ

り
、

耐
え

る

こ
と

は
最
高

の
安

ら

ぎ

(
11
浬
葉

)

で
あ

る
と

、
目

ざ

め
た
者

た

ち
は

説
く

。
他

の
者

を
損

な
う

者

は
出
家

者

で
は

な

い
。
他

の
者

を
妨

げ

る
者

は
修
行

者

で
は

な

い
。
)

(
481
)
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1413
口 口

 

(15
)

(16

)

(17
)

「他

人

の
悪

口
を

い
わ

ず
、

損
な

わ
ず

、
戒

律
を

厳
守

し

、
食
事

の
節

度

を
知

り
、

孤
独

に
坐

臥

し
、
最

高

の
思
惟

に
専

念

す

る
こ
と

、

こ
れ
が

目
ざ

め
た

者

た
ち

の
教

え

で
あ

る
。
」

(
581
)

(宮
坂

宥

勝

前

掲

書

二
七
八
頁

)

と
訳

し
、

片
山

一
良

は

「耐
え

忍

ぶ
は
最

上

の
修
行

浬
葉

は
最

上
、

と
諸
仏

は
説

く

他

を
害
す

る

は
出
家

に
あ

ら
ず

他
を
悩

ま

す
は
沙

門

に
あ
ら

ず
。
」

(
481
)

「罵

り
害

す

る

こ
と
も

な
く

根
本

戒
を

よ
く

守
り

食
事

に

お

い
て
量

を
知

り

遠

く
離

れ

て
臥

し
坐
り

ま

た
禅
定

に
よ
く

励
む

こ

れ
が
諸

仏

の
教

え
な

り
」

(
581
)

(片

山

一
良

前

掲
書

上

三
五
頁

、

三
六
頁

)

と
訳

し

て
お
り

、
ζ
践

ζ
自

嘆

は

爵

Φ
≧
く
帥
犀
Φ
口
①
血
O
P
=
づ
帥
自
①
昌
O
①
夢
①
げ
一ひq
げ
Φ
ω叶
O
①
昌
帥
昌
O
①

鴇一〇
口
ひq
-ω=
h冠
ユ
昌
ひq
葺
①
げ
一ひq
ゴ
Φ
ω
叶
7
「凶「<
ゆ
昌
帥
嚇
♂
「
げ
Φ
凶ω
昌
O
叶
帥
昌
曽
昌
O
ゴ
O
「騨
①

(O
「震

帥
ひq
凶鼠
)
ぐ§
O
ω叶「凶犀
①
ω
O
§
①
『
ρ
ゴ
①
凶ω

昌
〇
一
曽
昌
P
ω
O
Φ
自
O

(ω『
帥
b日
曽
昌
曽
)

ぐ
噸げ
〇
一昌
ω
二
犀
ω
O
夢

Φ
「
ω
゜
(
團
)

Z
9

8

び
ぺ
巨

ρ

8

暮
o
ω巳

犀
①
蓉
巳

凶<
①
器

ω5

ぎ
巴

巨

O
①
『
匪

2

睾

蓉
o
び
①
目
&

①
§

①
ぎ

①
帥
自

ひq
博
8

の
す
8

帥
巳

ω
騨
巴
。
昌
ρ

帥
巳

8

ユ
≦
巴

8

匪

Φ
三
ひq
げ
Φ
馨

匪
2

ひq
茸

ρ
1

慧

ω

凶の
夢
2

①
9
0霞

口
ひq
o
h
夢
Φ
〉
≦
帥
犀
8

①
9

(
581

)

と

訳

し

、

目
彗

ω
o
げ
帥
巳

冨

舅

マ
9
9
9
は

閏
。
吾

Φ
輿
き

8

≦
霞
。
三

巴

o
⇒
ひq
あ
=
時

匿

ひ㊤
房

夢

Φ
三
ひq
冨

の一
き

ω§

ξ

゜
雷

①
じd
=
&

ぎ

巴

Φ
。
醇

①
⇒
冒

餌
8

8

げ
Φ
§
①
ωξ

『
①
日
①
ω
§

Φ
゜
<
巴

ぐ

冨

房

8

辞
餌⇒
き

。
ぎ

葺

①
書

。

ぎ

§

ω
㊤
8

臣

①
二

8

ユ

の
冨

㊤
口
霧
8

9

書

。
8

ロ
のΦ
超

膏

津
。
き

。
夢

雲

(
481

)

Z
。
貫

Φ
<
農
渥

b

。
二
且
琶

⇒
ひq
も

B
a

9
轟

お

ωg

巨

9。
8

0
a

ぎ
ひq
8

岳
Φ
日
。
邑

。
&

Φ

(博
§

§

寒

ぎ

二

$

臼
轟

什。
常

巴

。
β

日
&

①
§

δ
巳

⇒
①
p
ぎ

ひq
二
三

渥

巨

ω
。
嵩
ε
ユ
ρ

ユ
≦
巴

ぎ
ひq
惹

浮

ユ
臨
齢
①
旨
o
Φ
○
⇒
昏

①
三
ひq
げ
①
馨

昏
o
轟

耳
ω
1

榊匡

巴

ω
浮

Φ
8
⇔
o
匡
⇒
ひq
9

臣

Φ
Ud
巳

穿

⇔
ω
゜
(
581
)

と

訳

し

、

世

界

仏

教

協

会

訳

で

は

、

穿

9

9

ひq
冒

叶凶8

。
2

ω
岳

①
匡
ひq
冨

ω
雷

=
馨
Φ
「
曙

゜
..Z
ま
び
8

巴

ω
ω
唇

「Φ
日
ρ
.、
ω
ミ

岳

①
bd
目
&

冨

ω
゜
=
2

ω
ぎ

叶
p
耳
ロ
①
日
o
鳥

≦
ぎ

冨

『目

ω
き

g
げ
①
「
も

霞

緯

⊇

①
『
8

自

。
巨

Φ

≦

げ
O
O
O
づ
『
①
ω
ω
Φ
ω
O
叶げ
Φ
「
ω
゜

(
481

)

む

Z
。
乙

Φ
ω冨
ω
ぎ
ひq
b

。
島

輿
日
一口
ひq
渥
Φ
の9

巨

8
8

a
ぎ
ひq
8

芸
Φ
8
号

o
h
日
8

鋤
鑑

。
象
の。
互

ぎ
ρ

目
&

興
註

8

ぎ

8
&

己

≦
亀

ぎ
ひq
ぎ

の
。
眠
一巳

ρ

号

く
9

8

8

目
巴

凶富
什凶8

膨

夢
同の
δ

白
2

8

9
ぎ
ひq
o
h
匪
①
じu
二
α
自

帥
ω
゜
(
581
)

と
な

っ
て

い
る

。

『法
句

経
』

(
㎜
)

「
大
正
新

脩

藏
経
」

巻

四

五
六

七
頁

上
段

お
よ

び
註

に
よ

る

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

二
三

一
頁

に

「
忍

辱
」

(穿

き

耳
H
)

と
あ

る
が

水

野
宏

元

の

「
パ
ー

リ
語
辞

典
」

に

は
、

こ
の
語

の
は
見

当

た
ら

な

い
。

犀
冨

日
9。
鉱
な

る
語
は

耐
え

る
、

忍

ぶ
、

ゆ
る
す

の
語
義

を

、
穿

p
目
鋤
の
語
義

と

し

て
我
慢

、
忍

耐

"
大

地

を
挙

げ

て

い
る

の
で
お
そ

ら
く

、

誤
植

で
あ

ろ
う

。

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

二
三

一
頁

片
山

一
良

前

掲
書

上

三
三
頁

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

一
頁

～

二
頁

ζ
m5
0
で
⊂
σ
σ
口D
⊃
O
gD
ヨ
帥
(」
7
Φ
ヨ
ヨ
鋤

「ゴ
Φ
⊃
O
ω
Φ
偉
7
帥
⊇
一gD
⊃
O
「ゴ
Φ
<
帥

一≦
O
コ
Φ
ω
帥
O
Φ
U
O
α
⊆
偉
7
Φ
⊃
〇

一り
7
帥
ω
Φ
自
く
帥
天
①P「∩蟹一一
く
帥
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『
ダ

ン

マ
パ

ダ
』

と

教

育



大
手
前
大
学
論
集

第
9
号

-「
gD
停
O

⊃
ΩD
∋

α
⊂
=
〈
T
gD
ヨ
Φ
⊃
<
Φ
富

8

英

gD
ヨ

<
Φ

<
雪

gD
δ

で
gD
ユ
o
ヨ

゜

(
1

)

ζ

。D
コ
o
U
⊂
9

。D
δ

Φ
∋

帥

3

。D
∋

∋

蝕

∋

O
⊃
O
ω
皿

号

帥

∋

Φ
⊃
O
∋

O
<
91

ζ

ΩD
⊃
gD
ω
91

8

℃
ΩD
ω
gD
⊃
⊃
Φ
⊃
O

σ
=
帥
ω
gD
二
く
91
天
Φ
「O
ゴ

く
帥

-「〇
一〇
⊃
O
ヨ

ω
⊆
〈7
0
∋
O
⊃
<
Φ
藍

9

帥
く
帥
く
Φ
Φ
⊃
gD
8

<
三

゜
(
2
)

≧

一
日
Φ
巨
巴
b
ゴ
Φ
口
o
日
①
昌
帥
ゴ
帥
く
Φ
日
ぎ
α
器

9
①
貯
8
お
毎

口
昌
巽

"夢
亀

げ
9
<
①
日
ぎ
ユ
霧

芸
Φ
マ
o
ゴ
凶Φ
煙

芸
Φ
鴇
母
①
日
ぎ
O
-日
鋤
α
Φ
゜

聞
o
口
Φ
ωb
①
鋤
犀
ω
o
『
9
9
註

夢

9
昌
①
<
自
目
ぎ
9

雲
幣

二
口
ひ㊤
、.α
ロ
犀
評
げ
軌
、8
ま

≦
の
巨
8
冒
2
霧

荘
①
芝
げ
①
①
一
8
ま
≦
ω
§
Φ
げ
8
ε

ユ
巨

o
h
o
×
芸
鉾

曾
磐

ω
子
Φ
自
葺

ρ

(
1
)

≧

一
目
①
耳
巴
b
ゴ
Φ
昌
o
ヨ
Φ
昌
9
げ
餌
く
①
目
ぎ
自
㊤
ω
9
Φ
マ
8
8
毎
口
⇒
興

"
9
2

げ
餌
く
Φ
日
ぎ
α
霧

守
Φ
貯
o
ゴ
δ
控

9
Φ
気
母
①
目
ぎ
阜
日
餌
自
゜

一h
o
昌
Φ
ωb
Φ
餌
評
の
自

餌
o
件
惹
芸

餌
O
ξ
Φ
日
ぎ
9

げ
巷
且
器

ω
ω

(釜
吋
げ
p
)

♂
ま
≦
ω
霞
目

=
犀
Φ
9
移

巴
o
芝

昏
鉾

⇒
①
<
①
=
Φ
碧

①
ω
匡
日
゜
(2
)

中
村

元

の
訳

で
は

「も

の
ご
と

は
心

に
も

と
づ

き
、

心
を

主
と

し
、

心

に
よ

っ
て

つ
く

り
出

さ
れ

る
。

も

し
も
汚

れ

た
心

で
話

し
た
り

行

な

っ
た
り

す

る
な
ら

ば
、

苦

し
み

は
、

そ

の
人

に

勿

つ
き

従
う

。

車

を

ひ
く

(牛

)

の
足
跡

に
車

輪

が

つ

い
て
行

く

よ
う

に
。
」

(
1
)

q

「も

の
ご
と

は
心

に
も

と
づ

き
、

心
を

主
と

し
、

心

に
よ

っ
て

つ
く

り
出

さ
れ

る
。

も
し

も
清

ら

か
な
心

で
話

し

た
り
行

な

っ
た

り
す

る
な

ら
ば

、
福
楽

は
そ

の
人

に

つ

き
従

う
。
l

l

影

が
そ

の
か

ら
だ

か
ら

は
な

れ
な

い
よ
う

に
。
」

(
2
)
、
中

村
元

前

掲
書

一
〇

頁
)

と
訳

し
、
友

松

圓
諦

は

「意

は
諸

法

に
さ

き
立

ち

諸

法

は
意

に
成

る

意

こ
そ

は
諸
法

を
統

ぶ

け

が
れ
た

る
意

に

て

且

つ
か

た
り

且

つ
行

わ
ば

朝
く

も

の

の
跡

を
追

う

か

の
車
輪

の
ご

と
く

く

る
し

み
彼

に
し

た

が
わ

ん
」

(
1
)

「意

は
諸

法

に
さ
き

立

ち

諸

法

は
意

に
成

る

意

こ
そ

は
諸
法

を
統

ぶ

き

よ
ら
か

な

る
意

に

て

且

つ
か
た

り

且

つ
行

わ

ば

形

に
影

が

そ
う
ご

と

く

た

の
し
み
彼

に
し
た

が
わ

ん
」

(友
松

圓
諦

前

掲
書

一
二
頁
)

と
訳

し
、

宮
坂

宥
勝

は

、

「も

ろ
も

ろ
の
物
事

(
法
)

は
、

意

が
先

に
立
ち

、
意

が
最

上

の
も

の

で
あ
り

、
意

よ
り
成

る
。
人

は
も

し
も

汚

れ
た
意

で
語

り

、
あ

る

い
は

〔
汚
れ

た
意

で
〕

行
な

う

な
ら

ば
、

そ

れ
よ
り

、
彼

に
苦

悩

の
し

た
が

い
来

る

こ
と
、

あ
た

か
も

車
輪

が
索

獣

の
足

に

(し
た

が
う

)

よ
う

な

も

の

で
あ

る
。

(
1
)

「も

ろ
も

ろ
の
物
事

(法

)

は
、

意
が

先

に
立
ち

、
意

が
最

上

の
も

の

で
あ
り

、
意

よ
り
成

る
。
人

は
も

し
も

清
ら

か

な
意

で
語

り
、

あ

る

い
は

行
な
う

な

ら
ば

、
そ

れ

よ
り

、
彼

に
楽

し

さ

の
し

た

が

い
来

る

こ
と

、
あ

た

か
も
影

が

〔形

に
〕

絶

え
ず

つ
き
し

た

が
う

よ
う

な
も

の
で
あ

る
。
」

(
2
)

(宮
坂

宥

勝

前
掲

書

二
五

一
頁

)

と
訳

し
、

片
山

一
良

は

「も

ろ
も

ろ
の
法

は
意

を
先

に

意

を
主

に
意

よ
り

つ
く

ら

れ
る

も

し
も

汚

れ
た
意

を

も

っ
て

語

り
あ

る

い
は
行

な
え

ば

そ
れ

よ
り
苦

が

か

れ
に
従

う

牛

足

跡

の
車
輪

の
よ
う

に
」

(
1
)
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「も

ろ

も

ろ

の
法

は

意

を

先

に

意

を

主

に

意

よ

り

つ
く

ら

れ

る

も

し

も

浄

き

意

を

も

っ
て

行

な

え

ば

そ

れ

よ

り

楽

が

か

れ

に

従

う

離

れ

る

こ

と

な

き

か

げ

の
よ

う

に

」

(
2

)

(片

山

一
良

前

掲

書

下

一
〇

頁

～

=

頁

)

訳

し

、

山

田

無

文

は

「す

べ

て

は

意

よ

り

成

る

意

こ

そ

す

べ

て

の

も

と

け

が

れ

た

る

意

も

て

か

た

ら

い
ま

た

ふ

る

ま

え

ば

苦

し

み

は

た

え

ま

じ

わ

だ

ち

の
車

に

そ

う

ご

と

く

」

(
1

)

「
す

べ

て

は

意

よ

り

成

る

意

こ

そ

す

べ

て

の

も

と

清

ら

か

な

意

も

て

か

た

ら

い
ま

た

ふ

る

ま

え

ば

楽

し

み

は

つ
き

せ

じ

影

の

形

に

そ

う

ご

と

く

」

(
2

)

(山

田

無

文

前

掲

書

一
二
頁

)

と

邦

訳

さ

れ

、

ζ

鎚

ζ

自

①
『
は

≧

5
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一
≦
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①
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ω
3
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ω
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o
↓
ミ
」
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⊆
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ω
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Φ
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=

丁
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ω
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噛
≦
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一
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一
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ω
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q
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ρ
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ω
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Φ

も

0
8

⊂
「
3

0
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三
ω
゜

一{
o
∋
①
⊃
ω
0
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否

o
「
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9
ω
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3
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0
⊆
O
耳

丁
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Φ
ω
ω
δ

=o
≦
ω
互
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π
Φ
ΩD
ω
7
0D
α
o
≦

芸
o
;

Φ
<
Φ
「
一Φ
Φ
<
Φ
ω
互
∋

°
(2

)

と

訳

し

、

国
巴

ω
o
げ
き

酔

鋤
智

貯
9言

9
は

〉
ニ
3
Φ
9

雪

0
3
Φ
⊃
o
o
噛
Φ
蚤
ω
停雪

o
Φ

冨

く
Φ

ヨ

⊃
α
o
ω
3

Φ
マ
O
「Φ
o
⊆
「ω
o
「閣
3
ゴ
ユ
o
ω
5

卑

ω
⊂
U
「Φ
3
2

8

α
Φ
「b

⊃
α
o
噛
量

コ
Ω

ロD
「Φ
3
Φ
<
ヨ
ロD
α
Φ
゜

;
重

3

0
コ
弓

U
⊂
「Φ

ヨ

⊃
α

o
⊃
Φ
ω
U
Φ
異

ω
o
「
。D
。
β

ω
⊆
‡
Φ
ユ
⊃
曾

o
=
o
≦
ω
互
且

三

7
Φ
ω
Φ
∋
Φ
話

<
Φ
ω
芸

Φ
套

Φ
Φ
;
o
=o
≦
ω
3
Φ
{o
o
δ

コ

7
Φ
α
「睾

Φ
「

(
o
コ

7
Φ
。
7
Φ
ユ
8

°
(
1
)

〉
=

一げ
Φ
O
ゴ
Φ
コ
O
H口
①
昌
9
0
h
Φ
×
団珍
Φ
昌
O
Φ
ゴ
薯

Φ
日
一昌
ユ
9
ω
一ゴ
Φ
貯

O
「Φ
O
自
「
QD
O
き

8
団昌
α
9
QD
一げ
Φ
畔

ω
二
づ
「
Φ
日
①
δ
帥
α
①
「博
9
口
自
O
h
【巳
口
α
P
「①
一ゴ
Φ
気
R
6
α
①
゜

【h
≦
詳
げ
鋤
づ
二
「①
8
団昌
α
O
昌
Φ

。・
客

葺

ω
o
轟

9
ω
レ

巷

b
ぎ
①
・゚
の
8
ぎ

≦
°・
巨

巳

蒔

①
霞

ω
ωぎ

α
o
≦

匪
鉾

コ
Φ
<
興

δ
鎚

Φ
の
巨

日
゜

(2

)

と

訳

し

、

世

界

仏

教

協

会

訳

で

は

、

ζ
5
α

U
「Φ
O
Φ
α
Φ
ω
Φ
一一
∋
Φ
⊃
停Φ
一
匹
ΩD
一Φ
ω
」
≦
一⊃
α

一ω
片」
Φ
一「
O
互
Φ
沖
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Φ
<
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∋
5
α
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⊂
0
7
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≦
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⊃
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⊆
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∋
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α
Φ
U
Φ
「ω
O
⊃
ω
U
Φ
Φ
天
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O
「
Φ
9
ω
ω
⊂
ヰ
Φ
ユ
⊃
O
↓O
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≦
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三
ヨ
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Φ
3

Φ
ミ
」
Φ
Φ
=
」
ロ
停
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O
≦
「ω
3
Φ
{O
O
一
〇
↓
停7
Φ
O
×
°
(
-
)

≦

⊃
α
℃
「Φ
8

α
Φ
ω
口D
=
∋
Φ
⊃
旦

ω
停虫
Φ
ω
゜
≦

⊃
9

ω
芸
Φ
〒
o
互
9

芸

Φ
<
o
「Φ
ΩD
=
∋
ヨ
α
-≦
「o
⊂
曾

二

噛
≦
一守

gD

O
⊂
「Φ
∋
5
α
ΩD
U
Φ
「ω
o
⊃
ω
U
Φ
ΩD
否

o
「
ΩD
9
ω
丁
ΩD
U
豆
⊃
Φ
ω
ω
δ

一δ
≦
ω
互
∋

一天
Φ
互
ω
⊃
Φ
<
Φ
下
α
Φ
で
Φ
丑
⊃
O
°・
」
gD
α
O
≦

(
2

)

と

な

っ

て

い
る

。

『法

句

経

』

(
㎜

)

讐

要

品

「大

正

新

脩

藏

経

」

巻

四

五

六

二

頁

上

段

ウ

・
ヴ

イ

ジ

ャ

ー

ナ

ン

ダ

大

長

老

監

修

北

嶋

泰

観

訳

注

編

集

前

掲

書

二
頁

同

上

同

上

ウ

・
ヴ

イ

ジ

ャ

ー

ナ

ン

ダ

大

長

老

監

修

北

嶋

泰

観

訳

注

編

集

イ

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大

長
老

監
修

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋
泰
観

北
嶋
泰
観

北
嶋
泰
観

北
嶋
泰
観

北
嶋
泰
観

訳
注
編
集

訳
注
編
集

訳
注
編
集

訳
注
編
集

訳
注
編
集

前
掲
書

前
掲
書

前
掲
書

前
掲
書

前
掲
書

前
掲
書

四
六
八
頁
～
四
八
九
頁

四
六
九
頁

四
七

一
頁

四
七
三
頁

四
七
四
頁

四
七
五
頁
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ウ

・
ヴ

イ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

四

七
七
頁

山

田
無
文

前

掲
書

一
二
頁

～

二

二
頁

山

田
無
文

前

掲
書

二

二
頁

片
山

一
良

前

掲
書

下

=

頁

オ

シ

ョ
ウ

(和

尚

ラ
ジ

ニ
ー
シ
、

バ

グ

ワ
ン

・
シ

ュ
リ

・
ラ
ジ

ニ
ー

シ
、

O
ω
げ
o
あ

る

い
は

菊
鉱
昌
①
①
ωげ
O
げ
9。
昌
酔
9
ζ
o
げ
p
戸

一
九

三

一
～

一
九

九

〇
)

は
、

イ

ン
ド
生

ま

れ

の
神

秘
家

。
漢

字

で

「
和
尚

」

と
表

記

さ
れ

る
事

が
あ

る

。
オ

シ

ョ
ウ
だ
け

に
、

師

匠
を

持
た

な

い
。

『瞑

想

の
道
』

と

『愛

の
道

』

に

つ
い
て
教
え

た

。

ラ
ジ

ニ
ー

シ

・
チ

ャ

ン
ド

ラ

・
モ

ハ
ン

"
誕

生
時

に
与

え
ら

れ
た

名
前

。

ラ
ジ

ニ
ー

シ
は

王
、

チ

ャ

ン
ド

ラ
は
月
を

意
味

す

る
。

ア
チ

ャ
リ
ヤ

・
ラ
ジ

ニ
ー
シ

ニ

九

六

〇
年
頃

大

学
教

授

を
辞

退

し

た
後

、
呼

ば

れ

た
名

前

。

ア
チ

ャ
リ
ヤ

は
教

師

を
意

味

す

る
。

バ

グ

ワ

ン

・
シ

ュ
リ

・
ラ
ジ

ニ
ー

シ

"
一
九
六

八
年

頃

、
弟

子

を
受

け

入

れ

る

に
当

た

っ
て
改

名
。

自
ら

を
悟

り
を

得

た
存
在

と

し

て
宣

言

。
…

…

(註

匹
b
Φ
ユ
①
ご

に
よ

る
)

o
ωゴ
o
著

『
ダ

ン

マ
パ
ダ
』
永

遠

の
真

理

三

二
頁

o
ωゴ
o
前

掲

書

三
三

頁

同
上

同
上

o
ωげ
o
前

掲
書

三
七

頁

の

同
上

q

ウ

・
ヴ

ィ
ジ

ャ
ー

ナ

ン
ダ
大
長

老
監

修

北
嶋

泰
観

訳

注
編

集

前
掲

書

二
〇
三
頁

～

二
〇

四
頁

〉
耳
91
三

帥
#
彗
O
口
鐸

O

ざ

臣

昌
響
げ
o
冒

8

のξ

91

>
洋
餌
⇒
91

匡

ω
信
ユ
9
⇒
件Φ
口
9

昌
鐸

9
日

冨
ぴ
げ
9。
自
α
邑

ぴ
富

日
書
(
061
)

O
⇒
巴

巳

①
①
会

ω
8

①
、ω
お
甘
ひq
①
忌

o
芝
0
9。⇒
o
臣
9
ω
ぴ
①
⇔
お
皆
ひq
2

0
ぎ

器

つ

毛

騨
げ
8

Φ
ω
①
罵
臣
0
8
轟

巨
讐

⇔
日
Φ
9

8

①
8
昌
9
9

ぎ

⇔
お
甘
ひq
①

(一
Φ

≧

9Ω
】P
9
甘甘9
勺
げ
9
犀
⇔

●
●鴇

)
鴇

≦
霞
〇
三

ω
ω
o
α
目

〇
三
算
o
p
量

凶昌

(
061
)

中
村

元

は

「自

己

こ
そ

は
自

分

の
主

で
あ

る
。
他

人

が
ど
う

し

て

(自

分

の
)
主

で
あ

ろ
う

か

?
自

己
を

よ
く

と
と

の
え

た
な

ら

ば
、
得

難

き
主

を
得

る

・
(
㎜
)

(中

村

元

前

掲

書

三

二
頁
)

と
訳

し

、
友
松

圓
諦

は
、

「
お

の
れ

こ
そ

お

の
れ

の
よ

る

べ

お

の
れ
を

措
き

て

誰

の
よ

る

べ
じ

よ
く

と
と

の
え

し

お

の
れ

に
こ
そ

ま

こ
と
え

が
た

き

よ
る

べ
を

ぞ
獲

ん
。
」

(友

松
圓

諦

前
掲

書

一
一

一
頁

)
と

訳

し
、
瀬

戸
内

寂
聴

は

、

「自

分

こ

そ
自
分

の
主
人

ど
う

し

て
他

人

が
主

人

で
あ

ろ
う

自
分

を

よ
く

と

と

の
え
た

な

ら

自

分

こ
そ
得

が

た

い

主

人

に
な

る
だ

ろ
う

」

(瀬

戸
内
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寂

聴

前

掲

書

一

一
八

頁

)

と

し

、

宮

坂

宥

勝

は

、

「己

こ

そ

己

の
主

で

あ

る

。

他

の

誰

が

ま

さ

に

主

で

あ

ろ

う

か

。

己

が

よ

く

抑

制

さ

れ

た

な

ら

ば

、

人

は

得

難

い
主

を

得

る

。
」

(宮

坂

宥

勝

前

掲

書

二

七

四

頁

)
、

片

山

一
良

は

、

「自

己

こ

そ

自

己

の

寄

る

辺

な

り

他

の
何

者

が

寄

る

辺

に

な

ろ

う

自

己

を

調

御

す

る

な

ら

ば

得

難

い
寄

る

辺

を

獲

得

す

」
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山

一
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前

掲

書
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頁
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訳
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山
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無

文
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、
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お

の

れ
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お

の

れ
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よ
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べ
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よ

る

べ

か

あ

ら

ん

お

の
れ

よ

く

調

え
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Φ
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中

村

元

は

「人

間

の

身

を

受

け

る

こ

と

は

難

し

い
。

死

す

べ

き

人

々

に

寿

命

が

あ

る

の
も

難

し

い
。

正

し

い
教

え

を

聞

く

の
も

難

し

い

。

も

ろ

も

ろ

の

み

仏

の
出

現

し

た

ま

う

こ

と

も

難

し

い
。
」

(
281
)

(中

村

元

前

掲

書

三

六

頁

)

と

訳

し

、

友

松

圓

諦

は

、

「
ひ

と

の

生

を

う

く

る

は

か

た

く

や

が

て
死

す

べ

き

も

の

の

い

ま

は

生

命

あ

る

は

あ

り

が

た

し

正

法

を

耳

に

す

る

は

か

た

く

諸

仏

の

『
ダ
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マ
パ

ダ
』

と

教

育



大
手
前
大
学
論
集

第
9
号

世

に
出
つ

る
も

あ
り

が

た
し
」

(
281
)

(友

松
圓

諦

前
掲
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五
頁
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と
訳
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、

瀬
戸
内

寂
聴

は

、

「人

に
生

ま

れ
る

こ
と

は

む

つ
か
し

い

死
す

べ
き

人

々
に

生
命

が

つ
づ
く

の
も

む

る
か

し

い

正
法

を
耳

に
す

る

の
も

む

つ
か
し

い

み
仏

の
世

に

い
で
ま
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も

む

つ
か

し

い
」

(
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)

(瀬

戸
内

寂
聴

前

掲
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一
五
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頁
)

と

し
、
宮

坂
宥

勝

は
、

「人

間

と
し

て
生

を
受

け

る
こ
と

は
困

難

で
あ

る
。
死

す

べ
き
も

の

(
11
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間
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が

生
き

る

こ
と

は
む
ず

か

し

い
。

正

し

い
教
え

は
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き

に
く
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も

の

で
あ
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も
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も
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目
ざ

め
た
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仏
)

の
世

に
出

た
も

う

こ
と

は
得
難

い
こ
と

で
あ

る
。
」

一
〇。
N
)

(宮

坂
宥

勝

前
掲

書

二
七

八
頁

)
、

片
山

一
良

は
、

「
人
間

の
身

は
受
け

難
く

死

す
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は
生
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難

い
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き
難

く

も
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も
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の
仏
は

出
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難
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」
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前
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)
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、
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文

は

、
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と
生

る

る

こ
と
難

し

命
あ

る
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と

あ
り
難

し

法
を

き
く

こ
と

ま
た

難
し

仏

に
あ
う
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と

あ
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難
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こ

の

詩
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関

す

る

限
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の

訳

は

意

を

得

て
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な

い
も

の
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え

よ
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